
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
四
十
六
回
）

遣
新
羅
使
と
万
葉
集
（
そ
の
１
）

～
新
羅

し

ら

ぎ

に
遣
は
さ
え
し
使
人
ら
別
れ
を
悲
し
ん
で
の
贈
答
の
歌
～

今
か
ら
約
千
三
百
年
前
の
天
平
八
（
７
３
６
）
年
六
月
に
朝
鮮
半
島
の
統
一
国
家
で
あ
っ
た
新
羅
国

の
情
勢
の
把
握
。
両
国
の
関
係
修
復
を
図
る
な
ど
の
た
め
に
任
命
さ
れ
難
波
の
津
（
大
阪
の
港
）
を

出
航
す
る
一
行
が
あ
っ
た
。「
遣
新
羅
使
人
」
た
ち
で
あ
っ
た
。

・
一
行
は
瀬
戸
内
海
を
西
に
進
み
、
筑
紫
（
福
岡
）
に
至
っ
た
の
ち
に
、
壱
岐
・
対
馬
を
経
て
新
羅

に
着
き
、
同
年
の
秋
に
は
帰
国
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
こ
と
が
「
万
葉
集
」
に
新
羅
に
出
発
前
に
使
人

ら
の
別
（
わ
か
れ
）
を
悲
し
む
贈
答
歌
（
巻
十
五
―
３
５
８
１
）「
秋
さ
ら
ば
相
見
む
も
の
を
・
・
・
」

即
ち
「
秋
に
な
っ
た
ら
逢
え
る
も
の
を
・
・
・
」
の
意
か
ら
想
定
さ
れ
て
い
る
。

・
し
か
し
、
使
人
た
ち
の
一
行
は
海
路
の
途
次
の
周
防
灘
で
逆
風
に
あ
っ
て
船
が
漂
流
し
た
り
、
あ

る
い
は
筑
紫
（
九
州
）
に
入
り
風
待
ち
な
ど
の
た
め
に
各
所
【
荒
津
の
筑
紫
館
（
現
福
岡
市
中
央
区
）

志
麻
郡
韓
亭
（
現
福
岡
市
西
区
唐
泊
）、
引
津
亭
（
現
福
岡
県
糸
島
郡
岐
志
）、
肥
前
国
の
松
浦
郡
狛

島
（
現
佐
賀
県
唐
津
市
神
集
島
）
の
港
で
停
泊
す
る
な
ど
惡
天
候
に
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
。
さ
ら
に
「
続

日
本
紀
」
に
大
宰
府
に
お
い
て
は
天
平
七
年
（
７
３
５
）
年
時
に
天
然
痘
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
が

記
さ
れ
、
遣
新
羅
使
一
行
は
往
路
九
州
に
お
い
て
そ
れ
に
罹
患
し
た
模
様
で
。
旅
中
で
既
に
発
病
し
、

死
者
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
嫌
悪
な
関
係
に
あ
っ
た
新
羅
国
で
は
使
節
を
拒
否
さ
れ
る
な
ど
し
て

散
々
な
目
に
あ
っ
て
帰
朝
は
予
定
の
同
年
秋
よ
り
約
二
ヵ
月
遅
れ
て
翌
年
、
天
平
九
（
７
３
７
）
年

の
一
月
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

・
万
葉
集
に
は
、
こ
の
時
の
遣
新
羅
使
の
関
係
歌
は
１
４
５
首
あ
り
、
「
別
れ
を
悲
し
ん
で
の
贈
答

の
歌
」「
海
路
で
の
歌
」「
旅
中
誦
詠
さ
れ
た
古
歌
」
な
ど
か
ら
な
る
。



・
万
葉
集
に
は
遣
新
羅
使
の
歌
の
冒
頭
に
次
の
歌
二
首
が
掲
げ
ら
れ
る
。

１
）
武
庫

む

こ

の
浦う

ら

の

入
江

い

り

え

の
渚す

鳥ど
り

羽は

ぐ
く
も
る

君き
み

を
離は

な

れ
て

恋こ
い

に

死し

ぬ
べ
し 

 
巻
十
五
―
３
５
７
８ 

 

作
者
・
使
人
の
妻

（
解
説
）
武
庫
の
浦
の
入
江
の
洲
に
い
る
鳥
が
、
親
鳥
の
羽
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
よ
う

に
、
か
わ
い
が
っ
て
い
た
だ
い
て
来
た
あ
な
た
と
離
れ
て
、
私
は
こ
が
れ
死
に
し
て
し

ま
い
そ
う
で
す
。
離
別
に
堪
え
が
た
く
て
、
悲
嘆
の
あ
ま
り
焦
が
れ
死
ん
で
し
ま
う
と

の
妻
の
悲
壮
な
贈
歌
で
あ
ろ
う
。

２
）
大
船

お
お
ぶ
ね

に

妹い
も

乗の

る
も
の
に

あ

ら
ま
せ
ば

羽は

ぐ
く
み
持も

ち
て

行ゆ

か
ま
し
も
の
を
巻
十
五
―
３
５
７
９

作
者
・
使
人

（
解
説
）
私
の
乗
っ
て
行
く
大
船
に
妹
（
妻
）
が
乗
っ
て
い
い
の
だ
っ
た
ら
、
今
ま
で
同
様
か
わ
い

が
っ
て
、
羽
で
包
む
よ
う
に
し
て
、
一
緒
に
連
れ
て
行
こ
う
も
の
を
。
そ
れ
が
出
来
ず
に
残
念
だ
。

と
夫
が
唱
和
す
る
。



・
こ
の
二
首
の
歌
は
、
出
港
地
で
あ
る
難
波
で
の
送
別
の
宴
に
お
け
る
「
留
守
す
る
妻
と
遣
新
羅

使
人
と
し
出
立
す
る
夫
」
の
悲
別
贈
答
の
歌
だ
と
の
説
が
あ
る
。

・「
武
庫
の
浦
」
は
、
兵
庫
県
の
東
部
を
南
流
し
下
流
部
で
は
大
阪
市
と
隣
接
し
て
い
る
兵
庫
県
尼

崎
市
と
西
宮
市
の
境
界
を
流
れ
大
阪
湾
に
注
ぐ
武
庫
川
の
河
口
の
海
辺
を
い
う
。

・「
武
庫
」
は
古
代
の
難
波
か
ら
の
対
岸
の
地
の
呼
称
で
「
向
＝
ム
コ
」
の
意
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

（
参
考
文
献
）
桜
井
満
著
「
万
葉
集
」
、
高
木
市
之
助
「
万
葉
集
」
、
日
本
歴
史
地
名
大
系
「
兵
庫
県
の
地
名
」
等

（
写
生
地
）
古
代
の
武
庫
川
河
口
は
現
在
の
河
口
よ
り
約
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
たJR

 

東
海
道
本

線
辺
り
に
位
置
し
、
そ
れ
よ
り
下
流
は
ま
だ
海
だ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
海
寄
り
の
平
野

は
近
世
に
開
拓
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
団
地
等
の
ビ
ル
が
建
ち
並
び
万
葉
歌
に
詠
わ
れ
て
い
る
よ

う
な
海
辺
の
面
影
は
見
当
た
ら
な
い
。
武
庫
川
河
口
付
近
に
約
２
０
０
ｍ
の
武
庫
川
を
ま
た
い
で
設

置
さ
れ
て
い
る
阪
神
電
鉄
「
武
庫
川
駅
」
ホ
ー
ム
の
東
、
尼
崎
市
側
河
辺
か
ら
武
庫
川
と
対
岸
の
西

宮
市
側
の
川
辺
と
背
景
に
兵
庫
県
北
部
に
あ
り
観
光
・
保
養
地
で
有
名
な
六
甲
山
を
描
く
。（
杏
花
）



（
位
置
図
）


